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地域と協同の研究センター設立１５周年・ＮＰＯ法人化１０周年記念企画第７回東海交流フォーラム 

協同っていいかも？ 

実践報告～協同っていいよね！現場からの問いかけ～ 
 主催：地域と協同の研究センター・記念企画実行委員会  

 
 
 
 
 

 

 

 
 

              
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場地図  名古屋駅から地下鉄東山線、１５分で本山駅です。４番出口から２分。 

 

当日のスケジュール 

プログラム  ※今相談している内容もあり、当日は変更となる場合もありますのでご了承ください。            

  10:00  開場         生協生活文化会館は名古屋駅から地下鉄東山線本山駅下車４番出口から歩いて２分です。 
  10:30   開会    

問題提起：「協同っていいかも？」とみんなで考え合ったこと 
       南医療生協専務理事成瀬幸雄氏からの問題提起 
 
地域生協：生活協同組合コープみえから 
     共同購入の配達担当者は、地域と組合員のくらしをどう見て、支えているか・・・ 

コープみえでは、高齢化が進む地域で、高齢者へ電話サービスを始めました。そんな地
域の組合員との関わりを報告します。 

医療生協：西濃医療生活協同組合から 
     大垣市で２００１年に設立され、地域住民の医療と介護にむきあった実践から・・・ 
     設立されて１０年、一つの診療所と二つのデイサービスセンターを開設しています。 

組合員数２５５０人の生協が取り組んできたことは？ 
大学生協：全国大学生協連合会東海地域センターから 
     厳しくなる大学生活と就職。社会で力を生かすため“学生支援”という新たな試みが取

り組まれています。学生の自立、学生が学生を教え、学生が学生を支えることに挑戦し
やり始めたことは何でしょうか？協同組合だからできたことがあります。 

農協  ：ＪＡ愛知東から 
      高齢化した中山間地では買い物や移動が大変困難です。東栄町ではタクシー会社が１社

しかなく、農協の支所に来るにもタクシーでという人がいる。農協や生活協同組合など
が地域で一緒になった「地域協同組合」が求められているのではないでしょうか。 

社会福祉法人：名北福祉会から 
      名古屋市北区で共同保育から始め、児童・高齢・障害の３分野で現在は２２の事業所を

運営されている名北福祉会の実践と経験から、その背景にある地域住民の要求や、協同
することの大切さ、その力が見えてきます！ 

  12:30   昼食 

  13:20 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

15:00 

分散会 ５つの報告事例の報告者が入り、５つの分散会を持ちます。 
      そこでも多彩な話題提供があります。ぜひあなたの話題もご紹介ください。 

裏面に詳しく掲載していますのでご覧ください。 

分散会１ ＮＰＯ法人仕事工房ポポロの話題など 

 分散会２ コープぎふ、コープあいちからの話題など 

分散会３ おたがいさま ひだ、恵方の家の話題など 

分散会４ 安心してくらせるネットワークのつどい、医療生協の話題など 

分散会５ 三重の北勢地域で、三河の地域での平和活動の話題など 

    分散会の共通テーマは「協同っていいかも？」です。みんなで協同のよさ、協同があれば
もっとできること、いろいろな角度から考え合ってみましょう！ 

 
全体交流 

分散会での話題をみんなで紹介し合います。 

  16:00 
閉会  

 
 

グローバリゼーションの一方、雇用不安と縮む家計、地域も職場でも人のつながりが薄く、無縁社会とまで言われる現

代。昨年の第 6 回東海交流フォーラムでは、南医療生協の病院づくりの実践と、コープぎふでの実践から、人と人がつ

ながり、くらしと地域をつくり合う中で「協同っていいかも？」と思う人が広がっていることを実感しました。 

第７回東海交流フォーラムでは、さらに「協同っていいかも？」を、「協同っていいよね！」と実感した地域生協・医

療生協・大学生協・農協・社会福祉法人等、様々な分野の実践を持ち寄り、交流し、課題を探り、新しい社会を拓く協同

と協同組合の可能性を考え合います。ぜひ、ご参加ください！ 

日 時：３月１２日（土） 

１０時３０分～１６時 

会 場：生協生活文化会館 

参加費：８００円（資料代・お弁当代込） 
    ※お弁当が不要の場合は資料代（３００円）のみとなります。 

お問い合わせは 
特定非営利活動法人 
地域と協同の研究センター 
〒464-0824 
名古屋市千種区稲舟通１－３９ 
TEL 052-781-8280 
FAX 052-781-8315 

e-mail：AEL03416@nifty.com  

URL： http://www.tiiki-kyodo.net/ 
 

報告～協同っていいよね！現場からの問いかけ～  
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地域と協同の研究センター 

第７回東海交流フォーラム参加申込書 

３月５日までにお申し込みください 

お名前 電話番号 お弁当不要の場合 

下記に○をつけてください。

  

 

 

不要 

参加される企画に○をつけてください 

参加企画名 ○記入欄 

報告   協同っていいよね！現場からの問いかけ 
 

 

分散会１ ＮＰＯ法人仕事工房ポポロの 
 

 

分散会２ コープぎふ、コープあいちからの報告等 
 

 

分散会３ おたがいさま ひだ、恵方の家の報告等 
 

 

分散会４ 安心してくらせるネットワークのつどい、医療生協の報告等 
 

 

分散会５ 三重の北勢地域で、三河の地域での平和活動の報告等 
 

 

分散会の参加は当日決める 
 

 

託児申込（無料） 

お子さんのお名前 

 

年齢 

 

 

アレルギーの有無等 
 

 

参加はＦＡＸ又はメールで申し込みください。 
人数によって当日調整させていただく場合もあります。 
いただいた個人情報は、企画の連絡がある場合にのみ利用させていただきます。 
 
特定非営利活動法人 地域と協同の研究センター 担当：大島 

TEL 052-781-8280 FAX 052-781-8315 e-mail：AEL03416@nifty.com  

第１分散会 困っている誰かへ・・・こんな取り組みがあります！ 
ＮＰＯ法人仕事工房ポポロから：ニート、ひきこもりの人たち、孤立している家族に、社会への第一歩を踏み出すた

めの場所づくり、フリースペース事業、相談事業、家族会の実施、就労支援に取り組むポポロ。２月１２日～
１３日には岐阜で社会的ひきこもり支援者全国実践交流会も開かれます。 

大学生協の就職活動支援の取り組み、地域生協の困っている人支援の取り組み等、合わせて考え合い、協同がある 
からできること、よかったこと、考えてみましょう！ 

第２分散会 生協から発信・・・地域の協同がうまれた！どうやったの？ 

コープぎふ益田センターの取り組み：センターの敷地を活用して年４回、生協まつりを開催し、地域に定着してきま
した。「子どもがすごく楽しみにしているよ。」などの声をいただき、新しいつながりも生まれてきました。

コープあいち新城センターの取り組み：行政とも協力し、高齢者の多い東栄町東薗目地域に、太鼓集団「志多ら」の
みなさんが商品を配達し、食のライフラインを支える生協の役割があります。 

コープみえの高齢者への取り組みも含めて、協同の中でうまれる「いいかも？」を考え合いましょう。 

第３分散会 生協組合員の“やりたい”がつながって・・・地域での協同・たすけあいが 
「おたがいさま ひだ」の取り組み：飛騨地域に「おたがいさま ひだ」が生まれて１年半になります。 

こんなこともしてきました。着付け、犬の散歩、草取りでほおずきの絵手紙等々、そこで“協同っていいか
も？”という声が広がっています。 

常設の子育てひろば「恵方の家」を開設：コープあいちで「子育てひろば」に関わり、地域では社会福祉法人池内
福祉会や池内わらべ保育園とつながる中で、「つながるひろば 恵方の家」が生まれました。すでに登録も
１００人以上に！新しい事業も始める予定です。 

社会福祉法人の取り組みも含めて、まさに「協同っていいかも？」です。 

第５分散会 つながりができた、その方法は？ 
 しあわせなくらしづくりのために・・・平和、たまり場づくりを広げて、いつの間にか大きな輪になっていきまし
た。大きな輪にするために、みんなはどう考え、どう動いたのでしょうか？ 
 三重の北勢地域で、平和活動を広げてきました。生協と医療生協、地域の他の団体との共同で実行委員会をつくり、
活動がつながること・広がることができるようになってきました。 
愛知で生協と協同して、「平和都市をめざそう豊橋市民展」や平和行進に取り組んできた取り組みの報告もありま
す。８月１５日の平和行進は、昨年で１９回を数え、１２月には、「豊橋空襲体験画展」を開催しました。「悲惨な
戦争の記憶を伝えたかった」と出品した方は語っています。 
 

第４分散会 ささえあい、たすけあいの地域を・・・協同組合があることで 
医療生協があるから：南医療生協が考えるよい医療、よい介護の４つの視点 
   それは、①医療・介護サービスが社会的水準をクリアしている、②不必要

なことはしない、③利用者の合意と納得に基づくサービス提供、そして④
ささえあい、たすけあいの地域を持っていること。これは協同組合だから
できること。 

午前に報告のあった農協での取り組みや、愛知での「安心してくらせるネット 
ワークのつどい」での取り組みも含め、協同することの価値、協同があるからで
きること、「協同っていいかも？」を見つめます。 

分散会では、こんな交流を予定しています！ 


